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厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究 

 

ビッグデータ研究実践能力およびデータハンドリング技術養成プログラムの実践 

 

研究代表者 康永秀生 東京大学大学院医学系研究科臨床疫学・経済学 教授 

 

研究要旨： NDB・DPC 等の大規模データ解析に精通した研究者を育成すること
は急務である。令和５年度研究では、先行研究で開発した人材育成プログラム
のコンテンツを更新・改善し、新たな「NDB・DPC等データベース研究人材育成セ
ミナー」を開発した。令和 6年度のセミナーの実施と評価に向けて準備中である。
NDB、DPCなどの大規模データベースを用いた研究を引き続き実施し、2023年
は英文原著論文が 124 編出版された。 
日常臨床のクリニカル・クエスチョンをデータベース活用により解明する研究実践能
力を持つ研究者を多数育成し、データハンドリング技術と臨床研究実践能力の両方に
長けた人材も多数育成することにより、わが国の大規模データベース研究の進歩を加
速できる。 

 

Ａ．研究目的 

近年、保健医療介護のリアルワールドデ

ータを収集した大規模データベース研究

が拡大している。 

平成23年度からレセプト情報・特定健診

等情報データベース（以下、NDB）の研究

者への第三者提供が始まり、令和元年度

からNDBオンサイトリサーチセンターが

一般開放された。令和２年度から第三者

提供が法制化され、民間事業者等への提

供も可能となった。令和３年度には提供

情報の範囲が拡大され、さらにNDBのリプ

レース及びNDBデータ等をクラウド上で

解析できる「医療・介護データ等の連結解

析基盤」（以下、HIC）の開発が進められ

た。令和４年度からオンサイトリサーチ

センターのクラウド化、HICの試行的利用

が開始された。このように、保健医療介護

データベース研究の素地は整いつつある。 

データベース研究に精通した研究者は、

本研究に先行する研究班のこれまでの取

り組みによって徐々に増加している。医

学系研究者を中心にNDB利用者は徐々に

増加しつつあるものの、十分とはいいが

たい。さらに他の領域（経済学系や工学系

など）の研究者や民間事業者のNDB利用は
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いまだ極めて限定的である。NDB利用者の

裾野を広げるための人材育成が引き続き

求められている。保健医療介護の実態を

理解し、なおかつデータ解析に精通した

研究者を育成することは喫緊の課題であ

る。そのために、臨床医学・疫学・統計学

の知識に加えて、データベースに関連す

る知識や技能の教育が必須である。 

また、令和２年度には国内３カ所のNDBオ

ンサイトリサーチセンターが一般開放さ

れたものの、コロナ禍において稼働は制

限された。コロナ禍が明けて、今後の利活

用のさらなる促進が求められる。 

本研究課題の研究者らは、平成29-30年度

厚生労働科研「診療現場の実態に即した

医療ビッグデータ（NDB等）の解析の精度

向上及び高速化を可能にするための人材

育成プログラムの開発と検証に関する研

究」、平成31-令和２年度厚生労働科研「診

療現場の実態に即した医療ビッグデータ

（NDB等）の解析の精度向上及び高速化を

可能にするための人材育成プログラムの

実践と向上に関する研究」、令和３－４年

度厚生労働科研「診療現場の実態に即し

た医療ビッグデータ（NDB等）を利活用で

きる人材育成促進に資するための研究」

において、NDB・DPC等の医療ビッグデータ

の解析に精通した研究者を育成するため

の教育プログラム開発等を行ってきた。 

本研究では、上記研究をさらに発展させ、

令和５年度は先行研究にて開発された人

材育成プログラムを改良し、NDB・DPC等デ

ータベース研究人材育成セミナーを開発

した。これらを用いて、令和6年度にはセ

ミナーをWebで実施し、参加者によるプロ

グラム評価も実施する予定である。 

先行研究では、NDBの活用に関しては、従

来の特別抽出によるNDBデータ利用及び

オンプレミスのオンサイトリサーチセン

ターの利用を対象としてきた。本研究で

は、これまでの実績を踏まえて、さらにそ

の内容を発展させ、NDBとHICを円滑に利

用できる研究者を幅広く育成すること、

及びオンサイトリサーチセンターにおい

て運用側で必要な共通の仕組みを確立す

ることを目的としている。 

さらに、人材育成セミナーでの教育を活か

して、多数の研究者によるデータベース研

究を推進し、これまで通り論文実績を積み

重ねていくことも目的としている。 

 

Ｂ．研究方法 

■研究計画を遂行するための研究体制 
先行の研究班のもとに、大規模データベ
ース利活用のための若手研究者コンソー
シアムを立ち上げた。疫学・統計学・医療
情報学等の社会医学系研究者に加えて、
臨床医学、健康科学・看護学などの若手研
究者も多数参画している。研究班メンバ
ーが若手研究者を直接指導し、そこで日
夜培われ開発される個別技術（データハ
ンドリング技術、観察研究における統計
解析技術など）を体系化・一般化し、既存
の知識と合わせた、種々のビッグデータ
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に応用可能な教育プログラムを開発し、
それらを常に最新の内容にアップデート
してきた。 
研究代表者はこれまで多くの臨床家との
共同研究を行っており、研究協力者とし
て総勢約 200 名の臨床家を動員し、ビッ
グデータからエビデンスを産み出す恒常
的なサイクルを回し、英文原著論文を量
産する体制を築いている。 
 
１．人材育成プログラムの開発 
先行研究において開発した人材育成プロ
グラムをベースに、新たに「NDB・DPC
等データベース研究人材育成セミナー」
のコンテンツを開発した。これには、ビッ
グデータ研究実践能力養成プログラムお
よびビッグデータハンドリング技術養成
プログラムが含まれる。 
ビッグデータ研究実践能力養成プログラ
ムは、日常臨床からクリニカル・クエスチ
ョンを紡ぎ出し、検証可能なリサーチ・ク
エスチョンに構造化し、既存のビッグデ
ータを用いてリサーチ・クエスチョンを
解き明かす臨床研究・疫学研究・ヘルスサ
ービスリサーチの実践能力を養成するプ
ログラムである。 
ビッグデータハンドリング技術養成プロ
グラムは、テラバイト級のデータベース
から個別の研究目的に沿うデータセット
を抽出するデータハンドリング技術、膨
大なテキストデータを含む大規模かつ複
雑な構造のデータを研究用の扱いやすい

データベースに再構築するなどのデータ
ベースマネージメント技術を養成するプ
ログラムである。 
令和６年度にオンラインによるセミナー
を実践し、その評価を行う予定である。 
 

２．大規模データベース研究の実践 

先行研究における人材育成プログラム受
講者をはじめ、多施設から多くの研究者
と共同研究体制を構築し、NDB,DPC等のデ
ータベースを用いた臨床研究、疫学研究、
医療経済・政策研究、ヘルスサービスリサ
ーチを継続的に実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

１．人材育成プログラムの開発 
令和 5 年度に開発したプログラムについ
て、先行研究からの主な変更点は下記の
通りである. 
(i)開催形式 
先行研究では撮影済みの動画のオンデマン

ド配信形式であったところ、今回はウェビ

ナー形式の講義＋eLearning とし、さらにウ

ェビナーの録画をオンデマンド配信するこ

ととする。ウェビナーにおいては講義終了

後にまとめて質疑応答を行うなど、聴衆に

は臨場感のある講義を提供する。なお質疑

応答部分は録画を行わず、講義部分の録画

のみをオンデマンド配信とする。オンデマ

ンドは配信期間を設け、期間中は全ての講

義をいつでも視聴することを可能とする。 

主催は厚生労働省科学研究・保健医療介護
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ビッグデータ人材育成研究班（研究代表者：

東京大学 康永秀生）とし、日本臨床疫学

会などを共催とする予定である。ウェビナ

ーは事前登録制であり、無料とする。 

 

(ii)受講対象 

本ウェビナーでは、保健医療介護ビッグデ

ータ研究で実績のある講師陣による講義・

演習を受けることができる。短期集中で大

規模データベース研究の計画立案から統計

解析まで学習できる。 

受講対象は保健医療介護ビッグデータ研究

に興味のある方とし、これまでの主な対象

である医療・介護従事者、大学・研究機関に

所属する研究者の他に、企業に所属する者、

自治体等の医療政策の担当者にも門戸を広

げる。 

 

(iii)コンテンツ 

下記 1-7 は従来のコンテンツから大幅改善

ないしは新設となる。8-22 は従来のコンテ

ンツの内容を更新する。 

1. NDBデータ等研究に関連する法律や制

度と倫理申請 

2. NDB・DPC等公的データベースの動向 

3. NDBのデータ申請とオンサイトセンタ

ーの利用 

4. SQL の活用：基礎編  

5. SQL の活用：中級編 

6. リアルワールドデータの研究デザイン 

7. 医療・介護連結データを用いた研究のデ

ザインと実践 

8. NDB 研究のデザインと実践 

9. DPC データ研究のデザインと実践 

10. DeSC データ研究のデザインと実践 

11. JMDC データ研究のデザインと実践 

12. バリデーション研究 

13. 因果推論(1)傾向スコア分析の応用 

14. 因果推論(2)高次元傾向スコア 

15. 因果推論(3)操作変数法 

16. 因果推論(4)不連続回帰分断デザイン・

差の差分析 

17. 因果推論(5)時間依存性交絡 

18. 競合リスク分析 

19. 多重代入法 

20. マルチレベル分析 

21. 自己対照ケースシリーズ 

22. 機械学習・深層学習 

 

(iv)アンケートによる評価 

各講義の後に無記名アンケートを実施する。

各講義のアンケートに回答すると、各講義

資料の pdf がダウンロード可能になる、と

いうインセンティブを与える。アンケート

の内容を踏まえて次年度のコンテンツの改

良に繋げる。 

 

２．大規模データベース研究の実践 

2023 年に 124 編の原著論文を出版した。
その一覧は下記の「G.研究発表」に示す。 

本報告ではこのうち NDB を用いた最近の

研究 1件[論文番号 124]の内容を記述する。 

 

リンパ脈管筋腫症の疫学：NDB を用いた記
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述研究 

【目的】リンパ脈管筋腫症の発生率、有病

割合などの疫学データについての経年的な

変化を明らかにすること。 

【方法】NDB をデータソースとした、2014

〜2019 年の各年における縦断的記述研究。

病名コードに基づいて患者を同定した。年

内に新規に病名コードを付与された患者の

数、年内に病名コードを付与された患者の

数、をそれぞれその年の日本全国民の数で

除することで、発生率、有病割合を算出し

た。さらに、同定された患者における治療、

死亡についても算出した。 

【結果】リンパ脈管筋腫症の発生率はおお

よそ横ばいで、2019 年には 1.7/100 万人年

であった。有病割合は 2014 年には 8.9/100

万人年であったが増加傾向を示し、2019 年

には 15.1/100 万人年であった。リンパ脈管

筋腫症の特異的治療薬であるシロリムスや

エベロリムスの処方は増加傾向を示した一

方で、在宅酸素療法や胸部ドレナージの施

行率は減少傾向を示した。年内に同定され

た全患者のうち年内に死亡する率は 1%程

度で横ばいであった。 

【結論】リンパ脈管筋腫症の発生率はおお

よそ横ばいである一方、有病割合は増加し

ていた。近年使用可能となったリンパ脈管

筋腫症の特異的治療薬の使用が増加してお

り、合併症である慢性呼吸不全や気胸に関

連した処置は減少していた。特異的治療薬

がよい予後に繋がるのかについては今後の

さらなるデータの集積が必要である。 

Ｄ．考察 
先行の人材育成プログラムを改良し、双
方向型の教育が可能なオンラインプログ
ラムを開発した。令和 6年度のリリー
ス、ウェビナーの実践と評価を行う。 

また、大規模データベース研究の実践をさ

らに進めた。2019年の約50編、2020年の約

70編、2021年の約100編、2022年の117編に

引き続き、2023年は124編の原著論文を出

版した。コンスタントに増加しており、本

研究の人材育成プログラムの効果を示唆

するものである。 

本研究は、わが国の大規模データベース研

究において不足している「人材育成」を最

重視し、大規模データベース研究のための

種々の技術を一般化し体系的なプログラ

ムを構築した上で、それらを多数の研究者

等に利活用してもらえるように社会実装

を試みる点が、既存研究にない独創的な点

である。 

NDB・HICばかりでなく、あらゆる保健・
医療・介護ビッグデータに対応できる人
材育成を図ることにより、ビッグデータ
のデータハンドリング、データベースマ
ネージメント等に関する総合的な技術を
持つ人材を多数育成し、データ利用者・
研究者の裾野を広げることができる。 

 

Ｅ．結論 
本研究は、厚生労働省が進める NDB等デ
ータベースの高度利活用に直接反映され
る研究である。 
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近年、保健医療介護データベースのイン
フラ整備が進められている。それらのイ
ンフラを活用できる人材の育成にさらに
貢献し、現在整備中の統合データベース
の稼働の際には全省的な政策課題に関す
る研究・知見の提供にも貢献できる。さ
らに、日常臨床のクリニカル・クエスチ
ョンをデータベース活用により解明する
研究実践能力を持つ研究者を多数育成
し、データハンドリング技術と臨床研究
実践能力の両方に長けた人材も多数育成
することにより、わが国の大規模データ
ベース研究の進歩を加速できる。わが国
の大規模データベース研究の技術水準を
世界トップレベルに向上させ、わが国発
のエビデンスを量産できることが期待さ
れる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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